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Outcome

指 標
注射針およびそれに準ずる鋭利な器具による
皮膚の損傷からの血液暴露事例件数11

  指標の意義
・他施設の状況知り比較することで、職員のリスク意識を高め、安全管理をすすめる。

  指標の計算式、分母・分子の解釈
各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

注射針およびそれに準ずる鋭利な器具による皮膚の損傷から
の血液暴露事例件数

収集
期間 １ヶ月毎

調整
方法 職員・患者問わず

  考察
【2015年年間数値報告】
最小値0.00　25％値0.07　中央値0.11　75％値0.17　最大値0.37
回答病院72病院
【考察・分析】
　2年連続でデータ提出のある69病院の比較では、0.00±0.10とほとんど差が見られません。
　延べ入院患者数で除することにより、血液暴露事例の発生はその病院が持つ暴露リスクとの関連性が見えてきます。
また、リキャップ・安全器具不作動などのルール違反や手技時のエラーなど、要因は様々であり要因毎の分析が求めら
れます。

  活用・改善事例
・リスクマネジメント委員会や医療安全委員会などで報告し、注意喚起を行っている。
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指標 11 Outcome注射針およびそれに準ずる鋭利な器具による皮膚の損傷からの血液暴露事例件数
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